
▲見守りのポイントとなる小さな変化について学びました

▲「友だちと一緒で楽しい！」と子どもたち

地域で育む、夏休みの子どもたちの居場所

身近な見守りがつくる安心のまち
～校区で広がる見守りの輪～

壱岐東校区

内浜校区

　壱岐東校区青少年育成連合会（以下青育連）では、昨年度から夏休み期間中、小学生の居場
所として「夏休みだけのいつでも来ていいよ！」を開催しています。今年度は17日間、午前10
時から午後4時まで団地集会所を開放しました。子どもたちは宿題をしたり、友達と遊んだり、
昼食を食べたりしながら、思い思いに過ごしました。毎日平均15～20人ほどが集まり、地域住
民や学生ボランティアの見守りのもと、笑い声の絶えないにぎやかな場となりました。
　「夏休みに、子どもたちが安心して過ごせる
居場所をつくりたい」という地域の方々の思
いから始まったこの取組み。青育連ではこれ
までも「地域全体で子どもを育てる」という考
えのもと、さまざまな活動を続けてきました。
　「新しく地域に加わった方々にも活動の意
義を知ってもらい、この温かいつながりをもっ
と広げていきたい」とスタッフは話されまし
た。

　内浜校区はマンションが多く、単身世帯や転入出も多い地域です。ご近所付き合いが希薄に
なりがちな中、自治会や民生委員、住民ボランティアによる「見守り活動」の輪が広がっています。
　校区では、毎年、見守り活動についての研修会を開催するとともに、校区社協の役員が各町内
会へ活動について丁寧に伝えてきました。こうした積み重ねにより、見守り活動に取り組む自治
会は、数年前の6自治会から、令和7年度には14自治会（全17自治会中）へと広がりました。
　活動の基本は、日々の「挨拶」と「ちょっとした気
遣い」です。近所にどんな方が住んでいるかを知り、
郵便物が溜まっている等の小さな変化に気づくこ
と。そのような普段の暮らしの中でできる見守りが、
地域の安心につながっています。
　身近なところから少しずつ見守りの輪を広げてき
た内浜校区では、地域のつながりを大切にしながら、
安心して暮らせるまちづくりが進められています。
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

◆年 会 費　　個人1口　500円　　 法人・団体 1口　10,000円

◆入会方法（会費の納入について）

▲講座を受講する参加者の様子

▲地域を結ぶあたたかなお盆のひととき

個人情報に関する研修会を実施しました！

地域の企業と協力し、お盆の精霊送りを行ないました

愛宕校区

石丸校区

賛助会員を募集しています！
　皆さまからいただいた賛助会費は、地域福祉活動の担い手となる区社協やお住まいの
各校区社協の財源として、福祉事業に活用させていただきます。

　お住まいの校区の公民館（校区社協）又は西区社協の窓口で受付をしています。
　現金又は所定の振込用紙でお振込ください（振込手数料は不要です）。

　※振込用紙の郵送も可能です。

　愛宕校区社協は、6月3日に「地域福祉活動における個人情報共有に関する出前講座」を実施し
ました。この講座は民生委員・児童委員、自治会長等、日頃から校区のまちづくりに取り組む方々を
対象に、個人情報をどのように扱い、共有すべきかについて共通認識を図る目的で行なわれました。
　地域福祉活動を進めていく上で個人情報の取扱い
は大切にしたいポイントの１つです。講座では、活
動していく中で抱く率直な疑問や、打ち明けにく
い不安を参加者同士で共有し、講師に助言を求
める熱心な姿がありました。
　個人情報は個人の権利利益を保護するために守
らなければなりませんが、本人の同意や情報取扱
いのルールによって共有することができます。
　愛宕校区社協は情報を活用する人、提供する人
双方が安心して活動に取り組める体制づくりを目
指していきます。

　石丸２丁目にあるあおやぎ西会館で、８月１５日に「石丸校区精霊送り」が行なわれました。お盆
のお供え物を手にした地域の方々が、１７時から２１時の間
に、お供え物を預け、祭壇へお参りをして帰っていきました。
　あおやぎ西会館の全面協力のもと、子ども達には綿菓子
が振舞われ、毎年恒例の行事となっています。校区社協役員
や地域住民も運営に協力し、無事に執り行なうことができま
した。
　あおやぎ西会館の津崎氏は、「葬儀で関わったご家族が三
世代、ひ孫を連れて四世代で、年に一度この精霊送りにいら
っしゃり、挨拶を交わし合って、地域の方々との交流ができ
る、とても良い機会となっています」と話されました。
　当日集まったお賽銭はあおやぎ西会館のご厚意で全額賛
助会費としてご寄付いただき、次年度の石丸校区社協の運
営費として役立てられます。
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